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危
険
物
関
係

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験（
全
種
類
）

【
試
験
日
】平
成
28
年
２
月
28
日（
日
）

【
願
書
配
布
】平
成
27
年
12
月
３
日（
木
）頃

【
書
面
申
請
】平
成
27
年
12
月
17
日（
木
）か

ら
平
成
28
年
１
月
12
日（
火
）ま
で

【
電
子
申
請
】平
成
27
年
12
月
14
日（
月
）か

ら
平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）ま
で

【
会
場
】北
九
州　

九
州
共
立
大
学
、福
岡

西
南
学
院
大
学
、筑
後　

久
留
米
大
学
御

井
学
舎
、筑
豊　

福
岡
県
立
大
学

乙
種
４
類
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会（
主
催
：
筑
紫
地
区
防
災
協
会
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
２
月
13
日（
土
）

【
会
場
】筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
27
年
12
月
３
日（
木
）か
ら

【
受
付
場
所
】筑
紫
野
消
防
署
、太
宰
府
消

防
署
、春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

【
講
習
料
】会
員
：
４
，５
０
０
円

非
会
員
：
５
，０
０
０
円　
　

　
　
　

防
火
管
理
者
関
係

第
５
回
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
３
月
10
日（
木
）11
日（
金
）

【
会
場
】筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
28
年
２
月
10
日（
水
）か
ら

【
受
付
場
所
】筑
紫
野
消
防
署
、太
宰
府
消

防
署

【
講
習
料
】３
，５
０
０
円

【
定
員
】65
名

乙
種
防
火
管
理
新
規
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
２
月
20
日（
土
）

【
会
場
】筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
28
年
１
月
20
日（
水
）か
ら

　
　
　

救
急
関
係

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
普
通

救
命
講
習
Ⅰ・Ⅱ
再
講
習
を
含
む
）

【
開
催
日
】奇
数
月
の
第
２
土
曜
日（
１
月
の

み
最
終
土
曜
日
）

【
講
習
時
間
】10
時
か
ら
12
時
ま
で

第
２
回
普
通
救
命
講
習（
Ⅰ
・Ⅱ
）（
上
級
救

命
講
習
再
講
習
を
含
む
）

【
開
催
日
】平
成
28
年
２
月
13
日（
土
）

【
講
習
時
間
】（
Ⅰ
）９
時
30
分
か
ら
12
時
30

分
ま
で（
Ⅱ
）９
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま

で※

（
Ⅱ
）は
医
療
従
事
者
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

施
設
等
の
従
業
員
等
対
象
と
な
り
ま
す
。

消
防
出
初
式（
太
宰
府
市
・
筑
紫
野
市
合

同
）

【
開
催
日
】平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）

【
場
所
】太
宰
府
西
中
学
校

文
化
財
防
火
デ
ー

【
期
間
】平
成
28
年
１
月
26
日（
火
）

当
消
防
本
部
で
は
文
化
財
に
お
け
る
消
防

演
習
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

春
季
火
災
予
防
週
間

【
期
間
】平
成
28
年
３
月
１
日（
火
）か
ら
平

成
28
年
３
月
７
日（
月
）ま
で

全
国
一斉
に
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

第
38
回
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会

【
開
催
日
】平
成
28
年
３
月
６
日（
日
）

【
場
所
】筑
紫
野
市
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

春
季
火
災
予
防
運
動
の一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
る
も
の
で
、前
回
は
２
４
９
名
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

火
災
予
防
運
動
の
は
じ
ま
り
は
、

１
９
１
１
年
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ

た
火
災
予
防
デ
ー
が
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。終
戦
の
年
の
昭
和
20
年
に

は
、Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
軍
総
司
令
部
）の

指
示
で
10
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の

１
週
間
を
全
国
一
斉
の
火
災
予
防
運

動
と
し
て
は
じ
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、自
治
体
消
防
制
度
が

発
足
し
た
翌
年
の
昭
和
24
年
か
ら
、

春
、秋
の
２
回
に
分
け
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。期
間
は
年
に

よ
って
違
い
ま
し
た
が
、平
成
元
年
に

秋
は
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、平

成
２
年
に
春
は
３
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
と
統
一さ
れ
、現
在
へ
と
至
って
い

ま
す
。

試
験
・
講
習
会
の
案
内

消
防
行
事

消
防
あ
れ
こ
れ

【
火
災
予
防
運
動
】

平
成
２７
年
秋
の
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

太宰府天満宮　消防演習

太宰府市　竈門神社筑紫野市　武蔵寺

「文化財防火デー」は、昭和24年１月26日早朝に奈良県の法隆寺金堂で壁画を焼損したのを契機に、
昭和30年から毎年１月26日を文化財防火デーとして制定され、当消防本部でも査察や消防演習等を
実施しています。　「火災から文化財を守りましょう」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【
受
付
場
所
】筑
紫
野
消
防
署
、太
宰
府
消

防
署

【
講
習
料
】１
，６
５
０
円

【
定
員
】30
名

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
２
月
10
日（
水
）

【
会
場
】筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
受
付
】平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）か
ら
平

成
28
年
１
月
21
日（
木
）

【
事
務
担
当
】福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会

【
℡
】０
９
２―

７
２
２―

１
２
６
５

【
講
習
料
】５
，１
４
０
円

【
定
員
】１
２
０
名

防
火
・
防
災
管
理
再
講
習（
併
催
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
３
月
２
日（
水
）

【
会
場
】筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
受
付
】平
成
28
年
１
月
18
日（
月
）か
ら
平

成
28
年
２
月
５
日（
金
）

【
事
務
担
当
】福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会

【
℡
】０
９
２―

７
２
２―

１
２
６
５

【
講
習
料
】５
，６
６
０
円　

【
定
員
】１
２
０
名
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筑紫野太宰府消防組合消防本部・筑紫野消防署運用開始！

緊
急
消
防
援
助
隊
を
合
同
訓
練
に
派
遣
！

第
４４
回

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
出
場
！

街
頭
広
報
を
実
施
！

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
？

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪

神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、

全
国
的
な
消
防
の
応
援
活
動

を
迅
速
・
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
発
足
し
た
制
度
で
す
。緊

急
消
防
援
助
隊
相
互
の
技
術

や
指
揮
・
連
携
活
動
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、毎
年
、九

州
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
合
同
訓
練
、

５
年
に
１
度
全
国
合
同
訓
練

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
７
日（
土
）、８

日（
日
）に
大
分
県
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練

へ
、当
消
防
本
部
か
ら
緊
急
消
防

援
助
隊
に
登
録
し
て
い
る
支
援

車
、救
急
車
を
派
遣
し
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
27
年
11
月
13
日（
金
）、

14
日（
土
）に
千
葉
県
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
全
国
合
同
訓
練
へ
も
支

援
車
を
派
遣
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
11
月
９
日（
月
）に
、筑
紫
野

市
・
太
宰
府
市
の
Ｊ
Ｒ
・
西
鉄
各
駅
の
協
力

を
い
た
だ
き
、防
火
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な

が
ら
、火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
広
報
活
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、秋
季
火
災
予

防
運
動
の一環
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
防
火

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
も
、筑

紫
野
市
の
マ
ス

コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
つ
く
し

ち
ゃ
ん
が一緒
に

参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

平
成
27
年
８
月
29
日（
土
）兵
庫
県
に
お
い
て
第
44

回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
障
害

突
破
」種
目
に
お
い
て
県
大
会
、九
州
大
会
を
突
破
し

た
当
消
防
本
部
の
救
助
隊
員「
鬼
塚
チ
ー
ム
」が
、九

州
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
、見
事
、入
賞
と
い
う

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

「
障
害
突
破
」競
技
は
５
人
１
組（
補
助
者
を
含

む
）で
４
人
が
緊
密
な
連
携
の
下
、一致
団
結
し
て「
乗

り
越
え
る
」「
登
る
」「
渡
る
」「
降
り
る
」「
濃
煙
を
通

過
す
る
」の
５
つ
の
障
害
を
突
破
し
て
救
助
技
術
を

競
う
も
の
で
、災
害
現
場
の
様
々
な
障
害
を
想
定
し

た
訓
練
で
す
。

　訓練塔は、Ａ、Ｂ、Ｃ棟からなり、多種多様な事故、災害に
対応できる訓練施設であると共に、市民の皆さまが、救急
講習、防火管理講習や防災講習等で、避難、消火訓練
や煙室体験等ができる施設となっています。
【概要】
Ａ棟　消火訓練施設、連結送水管
　　　訓練用避難器具（救助袋、避難ハッチ、緩降機）
Ｂ棟　マンホール災害訓練場、煙体験室
　　　潜水訓練用プール、低所事故救出訓練施設
Ｃ棟　転落事故救出訓練用傾斜壁など

筑紫野太宰府消防本部庁舎は、「市民の安全・安
心」「開放的な庁舎」をコンセプトのもと、九州の消防本
部初となる免震構造を採用し、各階、各室を機能的に
配置し、防災展示コーナーや多数の市民の皆さまが来
庁される救急講習や防災講習等が行える研修室、屋
内訓練場を設け、ユニバーサルデザインを取り入れた、
開放的な防災拠点としての機能を備えています。

庁舎屋上

屋内訓練場 事務室

新庁舎正面

低所事故救出訓練施設マンホール災害訓練施設

訓練用傾斜壁

C棟

A棟

B棟

煙体験室（検索訓練室）

潜水訓練用プール

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
の
様
子

全
国
合
同
訓
練
参
加
当
日
の

出
発
の
様
子

P2_2cP5_2c
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●消防職員や市の職員が住警器を訪問販売することはありません。
●住警器はホームセンターや電器店等の信頼できる店舗等でご購入ください。
●住警器の訪問販売はクーリング・オフ制度の対象になりますので、悪質訪
問販売と疑わしい事例に遭遇した場合は、最寄りの消費生活センターに
ご相談ください。
筑紫野市消費生活センター
電話９２３－１７４１（９時～１６時３０分、土日祝、年末年始除く）
太宰府市消費生活相談センター
電話９２１－２１２１（９時３０分～１６時、木土日祝、年末年始除く）

住警器の悪質な訪問販売にご注意を！！

筑紫野市・太宰府市合同総合防災訓練

第
27
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会

平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）に
、第
27
回
屋
内
消
火

栓
操
法
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、初
期

消
火
設
備
で
あ
る
屋
内
消
火
栓
の
放
水
で
標
的
を
倒

す
ま
で
の
タ
イ
ム
や
正
確
性
・
規
律
性
を
競
い
合
う
こ

と
に
よ
り
、初
期
消
火
体
制
の
強
化
・
自
主
防
災
意
識

を
高
め
、屋
内
消
火
栓
設
備
又
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備（
補
助
散
水
栓
）の
操
作
要
領
と
そ
の
熟
達
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、男
子
９
チ
ー
ム
、女
子
７
チ
ー
ム
が
、厳
し
い

訓
練
期
間
を
乗
り
越
え
て
大
会
に
挑
ま
れ
ま
し
た
。

『
参
加
事
業
所
』

【
男
子
の
部
】

介
護
老
人
保
健
施
設 

く
す
の
郷
、筑
紫
野
・
小
郡
・
基
山

清
掃
施
設
組
合
、株
式
会
社　

福
岡
ヤ
ク
ル
ト
工
場
、筑
紫

野
市
役
所
Ａ
、筑
紫
野
市
役
所
Ｂ
、筑
紫
農
業
協
同
組
合
、

太
宰
府
市
役
所
、日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
九
州
工
場
、イ
オ
ン

モ
ー
ル
筑
紫
野

【
女
子
の
部
】

介
護
老
人
保
健
施
設 

く
す
の
郷
、福
岡
大
学
筑
紫
病
院
、

筑
紫
野
市
役
所
、筑
紫
農
業
協
同
組
合
、済
生
会
二
日
市

病
院
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
双
葉
、太
宰
府
市
役
所

平
成
27
年
12
月
現
在
の
筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
の

住
宅
用
火
災
警
報
器（
以
下
、「
住
警
器
」と
い
う
。）の

普
及
率
は
76
％
ま
で
達
し
ま
し
た
が
、筑
紫
野
太
宰

府
消
防
組
合
消
防
本
部
と
し
て
は
１
０
０
％
設
置
を

目
指
し
、今
後
も
戸
別
訪
問
を
中
心
と
し
た
設
置
促

進
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

男
子
の
部

優
勝
・・・・・
筑
紫
野
市
役
所
A

準
優
勝
・・介
護
老
人
保
健
施
設
く
す
の
郷

第
３
位
・・
筑
紫
農
業
協
同
組
合

女
子
の
部

優
勝
・・・・
筑
紫
野
市
役
所　

準
優
勝
・・
筑
紫
農
業
協
同
組
合

第
３
位
・・介
護
老
人
保
健
施
設
く
す
の
郷

優勝（男子の部）　

優勝（女子の部）　

火災防ぎょ訓練初期消火訓練

高所救出訓練傷病者搬送訓練

土嚢工法訓練

炊出し訓練

共　助
共に助け合う

きょう　　　じょ

自　助
自分で守る

じ　　　　じょ

公　助
公的支援

こう　　　じょ

「防災の日」である９月１日（火）に、両市及び近隣住民、警察、自衛隊並びに関係機関等の参加のも
と、風水害等の自然災害を想定した訓練を実施しました。
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第
23
回
筑
紫
地
区
消
防
操
法
大
会

私
は
、今
年
の
４
月
に
消
防
団
に
入
団

し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、ポ
ン
プ
車
操
法
に
つ

い
て
は
も
ち
ろ
ん
、器
具
の
名
称
す
ら
全
く

分
か
ら
な
い
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。そ
ん
な
私
に
、指
導
員
の
方
々
は
時
に

優
し
く
、時
に
厳
し
く
丁
寧
に
ご
指
導
し

て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
、一消
防
団
員
と
し
て
の

自
覚
・
自
信
を
得
る
こ
と
が
出
来
、仲
間
と

の
絆
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、筑
紫
野
市
消
防
団
長
を
始
め
、

各
分
団
の
団
員
の
方
・
家
族
・
職
場
の
上
司

の
サ
ポ
ー
ト
、仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
県
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
入
れ
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、こ
の
経
験
を
活
か
し
市
民
の

生
命
、身
体
及
び
財
産
を
守
り
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、県
大
会
で
優
勝
で
き
る
よ

う
訓
練
を
積
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
を
終
え
て…

筑
紫
野
市
消
防
団　

筑
紫
分
団

　
　
　
　
　
　

３
番
員　

吉
田　

和
矢

屋
外
研
修
に
参
加
し
て

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
田　

香
代
子

平
成
27
年
６
月
28
日（
日
）『
防
火
・
防

災
意
識
と
知
識
の
習
得
』を
目
的
と
し
、福

岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
屋
外
研
修
が

行
わ
れ
、筑
紫
野
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
か

ら
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

震
度
７
弱
の
地
震
体
験
・
火
災
時
の
初

期
段
階
で
の
消
火
器
の
使
い
方
、風
速
32

メ
ー
ト
ル
の
風
体
験
・
煙
の
中
で
の
迷
路
。あ

ら
ゆ
る
体
験
の
中
で
、災
害
時
に
は
、ま
ず

自
分
自
身
の
身
を
守
る
事
が
、大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

も
し
生
命
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
場
合

に
は
、落
ち
着
い
て
速
や
か
に
避
難
す
る
。

ま
た
、家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
時

の
避
難
場
所
を
日
頃
か
ら
、話
し
合
って
決

め
て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

第
２
回
福
岡
県
女
性
消
防
操
法
大
会

平
成
27
年
９
月
８
日（
火
）に
、福
岡
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、10
月
15
日（
木
）の

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
、筑
紫
野
市
及
び
太
宰
府
市
の
各
女
性
消
防
団
員
が
出

場
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
見
事
、好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
９
月
20
日（
日
）に
、Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
、ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
及
び
可
搬

ポ
ン
プ
の
部
で
競
い
ま
し
た
。

数
か
月
の
事
前
訓
練
を
通
し
、消
火
活
動
を
行
う

た
め
の
操
作
要
領
・
旺
盛
な
奉
仕
の
精
神
・
強
固
な
組

織
力
・
迅
速
な
消
火
技
術
を
養
い
、消
防
団
の
充
実
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、連
日
連
夜
の
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
技
術
に
磨

き
を
か
け
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

筑
紫
野
市
消
防
団
筑
紫
分
団
が
ポ
ン
プ
自
動
車
の

部
で
入
賞
し
ま
し
た
。筑
紫
分
団
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

来
年
の
９
月
に
福
岡
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
る
県

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

筑紫分団　吉田　和矢さん

福岡市民防災センターにて撮影

よ
し
だ
　
　
　
か
ず

や

ふ
る
　た
　
　
　
か
　
よ
　
こ



筑紫野太宰府消防組合消防本部・筑紫野消防署運用開始！

緊
急
消
防
援
助
隊
を
合
同
訓
練
に
派
遣
！

第
４４
回

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
出
場
！

街
頭
広
報
を
実
施
！

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
？

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪

神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、

全
国
的
な
消
防
の
応
援
活
動

を
迅
速
・
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
発
足
し
た
制
度
で
す
。緊

急
消
防
援
助
隊
相
互
の
技
術

や
指
揮
・
連
携
活
動
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、毎
年
、九

州
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
合
同
訓
練
、

５
年
に
１
度
全
国
合
同
訓
練

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
７
日（
土
）、８

日（
日
）に
大
分
県
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練

へ
、当
消
防
本
部
か
ら
緊
急
消
防

援
助
隊
に
登
録
し
て
い
る
支
援

車
、救
急
車
を
派
遣
し
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
27
年
11
月
13
日（
金
）、

14
日（
土
）に
千
葉
県
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
全
国
合
同
訓
練
へ
も
支

援
車
を
派
遣
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
11
月
９
日（
月
）に
、筑
紫
野

市
・
太
宰
府
市
の
Ｊ
Ｒ
・
西
鉄
各
駅
の
協
力

を
い
た
だ
き
、防
火
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な

が
ら
、火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
広
報
活
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、秋
季
火
災
予

防
運
動
の一環
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
防
火

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
も
、筑

紫
野
市
の
マ
ス

コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
つ
く
し

ち
ゃ
ん
が一緒
に

参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

平
成
27
年
８
月
29
日（
土
）兵
庫
県
に
お
い
て
第
44

回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
障
害

突
破
」種
目
に
お
い
て
県
大
会
、九
州
大
会
を
突
破
し

た
当
消
防
本
部
の
救
助
隊
員「
鬼
塚
チ
ー
ム
」が
、九

州
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
、見
事
、入
賞
と
い
う

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

「
障
害
突
破
」競
技
は
５
人
１
組（
補
助
者
を
含

む
）で
４
人
が
緊
密
な
連
携
の
下
、一致
団
結
し
て「
乗

り
越
え
る
」「
登
る
」「
渡
る
」「
降
り
る
」「
濃
煙
を
通

過
す
る
」の
５
つ
の
障
害
を
突
破
し
て
救
助
技
術
を

競
う
も
の
で
、災
害
現
場
の
様
々
な
障
害
を
想
定
し

た
訓
練
で
す
。

　訓練塔は、Ａ、Ｂ、Ｃ棟からなり、多種多様な事故、災害に
対応できる訓練施設であると共に、市民の皆さまが、救急
講習、防火管理講習や防災講習等で、避難、消火訓練
や煙室体験等ができる施設となっています。
【概要】
Ａ棟　消火訓練施設、連結送水管
　　　訓練用避難器具（救助袋、避難ハッチ、緩降機）
Ｂ棟　マンホール災害訓練場、煙体験室
　　　潜水訓練用プール、低所事故救出訓練施設
Ｃ棟　転落事故救出訓練用傾斜壁など

筑紫野太宰府消防本部庁舎は、「市民の安全・安
心」「開放的な庁舎」をコンセプトのもと、九州の消防本
部初となる免震構造を採用し、各階、各室を機能的に
配置し、防災展示コーナーや多数の市民の皆さまが来
庁される救急講習や防災講習等が行える研修室、屋
内訓練場を設け、ユニバーサルデザインを取り入れた、
開放的な防災拠点としての機能を備えています。

庁舎屋上

屋内訓練場 事務室

新庁舎正面

低所事故救出訓練施設マンホール災害訓練施設

訓練用傾斜壁

C棟

A棟

B棟

煙体験室（検索訓練室）

潜水訓練用プール

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
の
様
子

全
国
合
同
訓
練
参
加
当
日
の

出
発
の
様
子

P2_2cP5_2c
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【
消
防
広
報
】

2
0
1
5
年
1
2
月
1
日
発
行

発
行
日
 年
2
回（
6
月
・
1
2
月
）

発
行
　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
　
編
集
　
広
報
班

〒
8
1
8
-0
0
8
4
　

福
岡
県
筑
紫
野
市
針
摺
西
1丁
目
1番
1号
    　

　
T
E
L
 0
9
2
-9
2
4
-5
0
3
4

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社

　
　
　

危
険
物
関
係

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験（
全
種
類
）

【
試
験
日
】平
成
28
年
２
月
28
日（
日
）

【
願
書
配
布
】平
成
27
年
12
月
３
日（
木
）頃

【
書
面
申
請
】平
成
27
年
12
月
17
日（
木
）か

ら
平
成
28
年
１
月
12
日（
火
）ま
で

【
電
子
申
請
】平
成
27
年
12
月
14
日（
月
）か

ら
平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）ま
で

【
会
場
】北
九
州　

九
州
共
立
大
学
、福
岡

西
南
学
院
大
学
、筑
後　

久
留
米
大
学
御

井
学
舎
、筑
豊　

福
岡
県
立
大
学

乙
種
４
類
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会（
主
催
：
筑
紫
地
区
防
災
協
会
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
２
月
13
日（
土
）

【
会
場
】筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
27
年
12
月
３
日（
木
）か
ら

【
受
付
場
所
】筑
紫
野
消
防
署
、太
宰
府
消

防
署
、春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

【
講
習
料
】会
員
：
４
，５
０
０
円

非
会
員
：
５
，０
０
０
円　
　

　
　
　

防
火
管
理
者
関
係

第
５
回
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
３
月
10
日（
木
）11
日（
金
）

【
会
場
】筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
28
年
２
月
10
日（
水
）か
ら

【
受
付
場
所
】筑
紫
野
消
防
署
、太
宰
府
消

防
署

【
講
習
料
】３
，５
０
０
円

【
定
員
】65
名

乙
種
防
火
管
理
新
規
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
２
月
20
日（
土
）

【
会
場
】筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部

【
受
付
】平
成
28
年
１
月
20
日（
水
）か
ら

　
　
　

救
急
関
係

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
普
通

救
命
講
習
Ⅰ・Ⅱ
再
講
習
を
含
む
）

【
開
催
日
】奇
数
月
の
第
２
土
曜
日（
１
月
の

み
最
終
土
曜
日
）

【
講
習
時
間
】10
時
か
ら
12
時
ま
で

第
２
回
普
通
救
命
講
習（
Ⅰ
・Ⅱ
）（
上
級
救

命
講
習
再
講
習
を
含
む
）

【
開
催
日
】平
成
28
年
２
月
13
日（
土
）

【
講
習
時
間
】（
Ⅰ
）９
時
30
分
か
ら
12
時
30

分
ま
で（
Ⅱ
）９
時
30
分
か
ら
13
時
30
分
ま

で※

（
Ⅱ
）は
医
療
従
事
者
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

施
設
等
の
従
業
員
等
対
象
と
な
り
ま
す
。

消
防
出
初
式（
太
宰
府
市
・
筑
紫
野
市
合

同
）

【
開
催
日
】平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）

【
場
所
】太
宰
府
西
中
学
校

文
化
財
防
火
デ
ー

【
期
間
】平
成
28
年
１
月
26
日（
火
）

当
消
防
本
部
で
は
文
化
財
に
お
け
る
消
防

演
習
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

春
季
火
災
予
防
週
間

【
期
間
】平
成
28
年
３
月
１
日（
火
）か
ら
平

成
28
年
３
月
７
日（
月
）ま
で

全
国
一斉
に
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

第
38
回
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会

【
開
催
日
】平
成
28
年
３
月
６
日（
日
）

【
場
所
】筑
紫
野
市
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

春
季
火
災
予
防
運
動
の一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
る
も
の
で
、前
回
は
２
４
９
名
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

火
災
予
防
運
動
の
は
じ
ま
り
は
、

１
９
１
１
年
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ

た
火
災
予
防
デ
ー
が
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。終
戦
の
年
の
昭
和
20
年
に

は
、Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
軍
総
司
令
部
）の

指
示
で
10
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の

１
週
間
を
全
国
一
斉
の
火
災
予
防
運

動
と
し
て
は
じ
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、自
治
体
消
防
制
度
が

発
足
し
た
翌
年
の
昭
和
24
年
か
ら
、

春
、秋
の
２
回
に
分
け
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。期
間
は
年
に

よ
って
違
い
ま
し
た
が
、平
成
元
年
に

秋
は
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、平

成
２
年
に
春
は
３
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
と
統
一さ
れ
、現
在
へ
と
至
って
い

ま
す
。

試
験
・
講
習
会
の
案
内

消
防
行
事

消
防
あ
れ
こ
れ

【
火
災
予
防
運
動
】

平
成
２７
年
秋
の
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

太宰府天満宮　消防演習

太宰府市　竈門神社筑紫野市　武蔵寺

「文化財防火デー」は、昭和24年１月26日早朝に奈良県の法隆寺金堂で壁画を焼損したのを契機に、
昭和30年から毎年１月26日を文化財防火デーとして制定され、当消防本部でも査察や消防演習等を
実施しています。　「火災から文化財を守りましょう」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【
受
付
場
所
】筑
紫
野
消
防
署
、太
宰
府
消

防
署

【
講
習
料
】１
，６
５
０
円

【
定
員
】30
名

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

【
講
習
日
】平
成
28
年
２
月
10
日（
水
）

【
会
場
】筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
受
付
】平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）か
ら
平

成
28
年
１
月
21
日（
木
）

【
事
務
担
当
】福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会

【
℡
】０
９
２―

７
２
２―

１
２
６
５

【
講
習
料
】５
，１
４
０
円

【
定
員
】１
２
０
名

防
火
・
防
災
管
理
再
講
習（
併
催
）

【
講
習
日
】平
成
28
年
３
月
２
日（
水
）

【
会
場
】筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
受
付
】平
成
28
年
１
月
18
日（
月
）か
ら
平

成
28
年
２
月
５
日（
金
）

【
事
務
担
当
】福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会

【
℡
】０
９
２―

７
２
２―

１
２
６
５

【
講
習
料
】５
，６
６
０
円　

【
定
員
】１
２
０
名
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